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長野県阿智村「日本一の星空ナイトツアー」

星空コンシェルジュとして携わった経験・ネットワーク

能代市

「宇宙のまちづくり」構想

「宇宙のまちづくり」の問題点

ロケット実験場があることで「宇宙」をキーワードにまちづくりをているが、

実際ロケットや宇宙に興味を持っている人は限定的で、多くの人が難しそうで

自分とは無縁の世界というイメージを持っている。

地域おこし協力隊として取り組みたいと考えている事

宙（そら）を見上げてみよう

空や星・宇宙の多岐にわたる魅力の総称が「宙（そら）」

その中でも“星”はいつも身近にあり、見るだけで誰もがその美しさに心動かされる。

まずは星や惑星を見ることから。実際の空、能代にはプラネタリウムもある。

そして人類が追い続ける宇宙の不思議に触れ、その解明のために取り組むロケット

開発の世界があること、そしてそのロケットづくりを担うのが能代のまちであることを

伝える。目指せ！能代☆宙の街！！

宇宙に想いを馳せる宙（そら）イベントの開催

＋これまで能代市が進めて来た宇宙に関わる事業

能代宇宙イベント等の拡充
能代☆宙（そら）の街プロジェクト（仮称）

能代を星の街に！！



《目標》能代で星空を楽しみ、親しみを持つことで、多くの人に宇宙に興味を持ってもらう。

そして能代が宇宙と深いつながりのある街であることを知ってもらう。

３.能代☆宙（そら）の街プロジェクト（仮称）

能代を宙の街にするための２本柱

地元へ 観光客へ

・能代の星空を見てもらうための企画

・銀河フェスティバルと連携した企画

・宇宙イベントと連携した企画

・子ども館と連携した企画

星空を見ることで星や宇宙に興味を持つ
子ども館のプラネタリウムでいつでも星空がみれる

↓
能代の星空が好きになる

↓
能代が宇宙のまちだと認識する

情報発信を積極的に行う！！

インターネット → ホームページ・SNSの活用
紙 媒 体 → 市広報紙・新聞・情報雑誌・チラシ等



４.実際の活動について



子どもたちに楽しんでもらう活動



おとな向けイベント



能代市子ども館プラネタリウム室の活用



第五小学校・JAXA・日本宇宙少年団との連携事業「だいち２号に写ろう」

5・６年生の児童と宇宙少年団ノシロ分団メンバーで反射板を製作

第五小学校の児童全員でグラウンドに反射板を並べて撮影専門先生が撮影画像の説明を学校でしてくださいました。
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